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設立経緯 

1.設立経緯と現在の業務について 

↓ 

2011.10.1 みやぎ観光復興支援センター活動開始
〈16名体制・宮城県「みやぎのボランティアツーリズム
推進事業」） 

2011.3.11 東日本大震災発生 

↓ 

2013.8.1 みやぎ教育旅行等コーディネート支援セン
ター活動開始 

↓ 

2015.4.1 みやぎ観光復興支援センター、みやぎ教
育旅行等コーディネート支援センターの両センターを
統合し活動開始 

〈8名体制・宮城県「県外観光客支援事業」） 

渉外・誘客PR業務

情報提供・発信業務

管理・指導

合計

2017年度業務分担

8名

1名

2名

5名

 2017年度 事業スキーム

宮城県沿岸地域（一部内陸地域含む）

宮城県

宮城県外地域

情報収集 情報提供

連携 連携

・情報提供

・マッチング
問合せ

問合せ 情報提供

情報提供

ＮＰＯ団体 自治体 地元企業組織団体個人

みやぎ観光復興支援センター

みやぎ教育旅行等コーディネート支援センター

JTB

東北

旅行会社 旅行会社

学校 自治体 企業

・情報提供

・情報発信

・コーディネート

プログラム構築支援

問合せ

個人組織団体

（一部訪日教育旅行含む）

旅行会社



1. 宮城県沿岸地域の情報収集 

東日本大震災被災地域の案内プログラムや震災・防災学習プログ
ラム、観光復興に関する情報を収集しています。 

2. 宮城県沿岸地域の情報発信 

ホームページやブログ、沿岸地域情報集等のツールを通して、収集
した情報を発信しています。 

3. 問合せ対応とマッチング、コーディネート 

旅行会社や自治体、学校等からのお問合せに対応し、必要に応じ
て現地受入先とのマッチング調整を行っています。 

4. 受入プログラムの構築支援 

大学等と連携し、震災・防災学習プログラムや新たな体験メニュー
等の構築を図っています。 

「 行 き た い 」 と 「 来 て ほ し い 」 の 声 を つ な ぎ ま す ！ 

2.基本的な活動内容 



1.語り部ガイドの案内による被災地区視察 

3.被災地域での旅行テーマについて 

2.震災・防災学習プログラム 

3.ボランティアや交流等の各種体験プログラム 

被災した各地域において震災の経験や教訓、地域の
歴史や文化を語り継ぐガイド活動を行っている。 

震災の教訓を現地で学び、自ら考えることにより防災・
減災の意識を高める学習プログラム。 

ボランティア活動やものづくり等の体験を通し、地元住民
の方々との交流を図るプログラム。 



問合せ対応実績 マッチング実績 

2011年10月～2017年3月 

マッチング総件数 1,406件 

マッチング傾向 

4.問合せ・マッチングの実績と傾向 

2011年10月～2017年3月 

問合せ対応総件数 4,048件 

延べ人数 58,921名 
問合せ内容 

【センター設立当初】 

・「宮城県の被災地でボランティア活動を行って
復興に貢献したい」 

・「被災状況について語り部さんのお話を聞きな
がら自分の目で見て、感じたい」 

 

【現在】 

・「震災からの教訓を学ぶことによって、今後の
防災・減災につなげたい」 

・「震災発生直後にボランティアに参加したが、
その場所の復興状況を確かめたい」 

【センター設立当初】 

・語り部ガイド 

・ボランティア活動 

 

【現在】 

・専門的な震災講話（建築系、看護系、まち
づくり関連など） 

・震災、防災学習プログラム 

・学校や地元住民との交流プログラム 

↓ 

↓ 



1. ホームページの運営 

5.情報の発信について 

2.情報集等の作成 

3.PR活動 

・宮城県や東北観光推進機構等の主催
する東北教育旅行セミナー参加 

・学校、旅行会社訪問 

・台湾での訪日教育旅行セミナー参加 



6.教育旅行に関する業務について 

震災・防災学習プログラム 



6.教育旅行に関する業務について 

◆住民との交流を通し、通常の観光では味わえない「人とのつながり」の大切さを感じられる 

交流プログラム 

◆同世代や民泊先の家族との触れ合いの中で学ぶことで、より身近なものとして心に響く 

◆宮城で出会った人々の顔や会話、一緒に過ごした時間が、忘れがたい思い出になる 



交流人口増加による地域活性化 

7.県内被災地域の課題と復興ツーリズムの役割 

震災の記憶の風化 

震災遺構の解体、撤去 

    復興ツーリズム 

・震災、自然の脅威を忘れない 

・次の災害への備えを学ぶ 

・人から人へ伝えていく  

新しいまちづくり 

 仮設住宅から災害公営住宅へ  

 仮設商店街から本設商店街へ 

震災の記憶風化防止 

津波被害を受けた沿
岸地域の観光客回復
の遅れ 



ホームページで情報発信中です！ 

http://miyaumi.info/ 

掲載情報 

・被災地域案内や震災防災学習プログラム、ボラ
ンティア等各種体験、施設情報など 

・モデルコース ・スタッフブログ など随時更新中！ 


